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平
成
23
年
度
決
算
審
査
の

審
議
内
容

高
山
市
監
査
委
員
か
ら

平
成
23
年
度
高
山
市
の
決

算
に
つ
い
て
審
査
意
見
書

が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
留

意
事
項
と
し
て
６
項
目
の

指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。

決
算
審
査
時
に
お
け
る
こ

れ
ら
の
指
摘
事
項
に
対
す

る
市
の
考
え
を
報
告
し
ま

す
。

＝
監
査
委
員
か
ら
の
指
摘

事
項
と
市
の
考
え
方
＝

◆
公
文
書
館
の
管
理

平
成
22
年
８
月
に
開
館

し
た
公
文
書
館
の
決
算
年

度
中
の
利
用
状
況
は
、
開

館
日
数
３
０
９
日
、
来
館

者
数
３
０
０
人
の
内
、
市

職
員
以
外
の
来
館
者
数
が

51
人
と
少
な
い
状
況
で
あ

る
。
高
山
市
公
文
書
館
管

理
条
例
で
は
常
時
開
設
と

な
っ
て
お
り
、
嘱
託
職
員

の
人
件
費
や
施
設
管
理
費

の
決
算
額
は
４
９
５
万
円

で
あ
っ
た
。
施
設
管
理
に

つ
い
て
費
用
対
効
果
を
考

え
、
開
館
指
定
日
や
予
約

制
に
よ
り
対
応
す
る
な
ど

効
率
性
を
検
討
さ
れ
た
い
。

＝
市
の
考
え
方
＝

公
文
書
館
の
業
務
は
、

永
久
保
存
文
書
や
歴
史
的

価
値
の
あ
る
文
書
整
理
・

保
存
な
ど
を
行
な
い
、
こ

れ
ら
を
後
世
に
残
す
こ
と

が
使
命
で
あ
る
。
現
在
職

員
を
１
名
配
置
し
本
庁
や

各
支
所
か
ら
出
る
過
去
の

文
書
整
理
な
ど
に
あ
た
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
公
文

書
館
は
「
閲
覧
に
供
し
市

民
の
調
査
研
究
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
」
と
の
目
的

も
有
し
て
お
り
利
用
率
は

課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
は
当
初
の
目
的
で
あ
る

「
文
書
の
整
理
・
保
管
」

の
た
め
職
員
を
配
置
し
て

お
り
、
そ
の
傍
ら
来
館
者

へ
の
対
応
も
し
て
い
る
。

な
お
利
用
者
の
伸
び
に

つ
い
て
は
、
反
省
材
料
と

し
て
Ｐ
Ｒ
不
足
は
否
め
な

い
と
考
え
る
。
市
民
へ
の

周
知
や
市
民
に
来
館
頂
け

る
魅
力
あ
る
施
設
づ
く
り

に
努
め
た
い
。

◆
緑
の
基
金
運
用
の
取
扱

い当
年
度
末
の
緑
の
基
金

は
、
高
山
市
緑
の
基
金
条

例
第
３
条
に
掲
げ
る
土
地

２
万
７
５
４
１
㎡
と
現
金

12
億
８
２
２
２
万
円
で
あ

る
。
決
算
年
度
中
の
増
減

高
を
み
る
と
１
５
９
２
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
里
山
保
全
と
し
て

基
金
を
取
り
崩
し
土
地
３

万
３
３
１
６
㎡
を
購
入
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

購
入
し
た
土
地
が
高
山
市

緑
の
基
金
条
例
第
３
条
に

規
定
す
る
財
産
に
正
し
く

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
平
成
21
年
度
か
ら
平

成
22
年
度
に
購
入
し
た
土

地
２
万
４
１
９
９
㎡
（
９

０
７
万
円
）
も
同
様
で
あ

る
。
適
正
な
財
産
管
理
に

努
め
ら
れ
た
い
。

＝
市
の
考
え
方
＝

平
成
23
年
度
に
緑
地
保

全
の
た
め
里
山
で
あ
る
山

林
を
購
入
し
た
が
、
基
金

か
ら
直
接
山
林
を
購
入
し

た
訳
で
は
な
く
基
金
を
財

源
と
し
て
、
一
般
会
計
に

充
当
し
一
般
会
計
の
行
政

財
産
と
し
て
購
入
し
て
い

る
。
購
入
し
た
山
林
は
決

算
書
の
行
政
財
産
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。
な
お
、

今
回
購
入
し
た
山
林
に
つ

い
て
は
、
監
査
委
員
か
ら

の
指
摘
を
踏
ま
え
、
緑
の

基
金
へ
の
計
上
や
管
理
の

あ
り
方
に
つ
い
て
対
応
を

検
討
す
る
。

◆
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
普
及

情
報
化
推
進
費
の
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
事
業
で
光
ケ
ー
ブ
ル

な
ど
が
敷
設
さ
れ
、
ヒ
ッ

ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
等
が
視
聴

可
能
な
地
域
は
、
87
・
６

％
（
３
万
１
９
２
世
帯
）

と
高
く
な
っ
て
い
る
が
、

年
度
末
加
入
率
は
30
・
１

％
（
９
０
９
３
世
帯
）
と

低
い
状
況
に
あ
る
。
情
報

エ
リ
ア
が
カ
バ
ー
さ
れ
て

い
な
い
丹
生
川
、
荘
川
、

高
根
、
上
宝
、
久
々
野
及

び
朝
日
の
一
部
で
は
、
ヒ

ッ
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
な
ど
に

よ
る
行
政
情
報
が
得
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
る
。
情
報

の
公
平
性
や
共
有
化
の
観

点
か
ら
、
早
期
の
情
報
基

盤
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
加
入
を
促
進
す
る

た
め
に
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
継
続
や
啓
発
、
ま
た
加

入
手
続
き
期
間
の
短
縮
を

図
ら
れ
た
い
。

＝
市
の
考
え
方
＝

整
備
地
区
で
の
加
入
状

況
は
、
平
成
23
年
度
末
で

約
30
％
の
約
９
１
０
０
世

帯
と
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者
か

ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

な
お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
済

地
区
の
う
ち
支
所
地
域
で

は
、
共
同
受
信
施
設
を
改

修
す
る
場
合
に
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

に
加
入
し
た
経
緯
も
あ
り

加
入
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
高
山
地
域
の

加
入
率
は
約
20
％
と
の
報

告
も
受
け
て
い
る
。
今
後
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
の
拡
大
は
、

関
係
機
関
と
早
期
整
備
に

向
け
協
議
を
進
め
、
協
議

が
整
っ
た
段
階
で
市
民
と

の
意
見
交
換
会
の
開
催
も

予
定
し
て
い
る
。
整
備
の

際
に
は
市
の
公
的
資
金
の

導
入
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。日

本
一
広
い
市
で
あ
っ

て
も
市
民
が
何
処
に
居
住

し
て
も
生
活
に
必
要
な
情

報
を
迅
速
に
入
手
で
き
る

９月２６日～２８日の３日間、議員全員で構成する予算決算特別委員会において、平成２３
年度歳入歳出決算審査を行いました。一般会計と国民健康保険事業など９の特別会計、お
よび水道事業の公営企業会計を審査しました。

平成２３年度決算審査
９月定例会報告



2高山市議会ぎかいだより 第９号3 高山市議会ぎかいだより 第９号

環
境
整
備
は
市
の
責
任
で

あ
り
合
併
時
の
約
束
で
あ

る
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
普
及
は

合
併
時
の
協
議
に
よ
り
民

設
民
営
を
中
心
に
進
め
る

方
法
と
し
た
が
、
合
併
か

ら
８
年
経
っ
て
も
難
し
い

状
況
で
あ
る
。
地
域
審
議

会
連
絡
協
議
会
か
ら
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
普
及
の
積
極
的
な
推

進
に
つ
い
て
要
望
も
出
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
現

状
を
踏
ま
え
公
的
資
金
導

入
に
つ
い
て
今
後
相
談
し

な
が
ら
進
め
る
考
え
で
あ

る
。

◆
職
員
の
戦
略
派
遣

職
員
の
海
外
派
遣
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
行
政
組

織
の
中
に
海
外
戦
略
室
が

設
置
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
平
成
22
年
度
の
派

遣
者
は
、
当
初
研
修
と
い

う
こ
と
で
旅
費
に
つ
い
て

４
０
３
万
円
が
差
額
清
算

戻
入
れ
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
平
成
23
年
度
は
旅

費
の
清
算
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
職
員
の

海
外
派
遣
旅
費
に
つ
い
て

明
確
な
支
給
基
準
を
検
討

さ
れ
た
い
。

＝
市
の
考
え
方
＝

職
員
出
張
は
条
例
に
よ

り
交
通
費
を
実
費
、
宿
泊

費
を
定
額
と
し
て
支
給

し
て
い
る
が
、
海
外
派
遣

は
家
賃
分
を
宿
泊
で
支
払

う
た
め
旅
費
条
例
39
条
の

「
実
情
に
応
じ
て
減
額
す

る
こ
と
が
出
来
る
」
と
の

条
項
を
適
用
し
、
宿
泊
費

支
給
総
額
と
家
屋
借
り
上

げ
料
総
額
と
の
差
額
を
返

還
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
23
年
度
は
パ
リ
や
香

港
な
ど
へ
職
員
を
派
遣
し

て
い
る
他
の
自
治
体
の
状

況
を
調
査
し
た
結
果
、
長

期
出
張
と
位
置
付
け
て
い

る
が
宿
泊
費
は
定
額
支
給

で
あ
る
こ
と
か
ら
宿
泊
費

の
減
額
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
海
外
の
事
務
所
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
職
員
に
考

慮
し
返
還
を
行
な
わ
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
海
外
出
張
を
海
外
赴

任
と
位
置
付
け
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
他
市
の
事

例
を
研
究
し
明
確
な
支
給

基
準
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

◆
福
祉
金
庫
基
金
の
運
用

福
祉
金
庫
基
金
の
当
年

度
末
現
在
高
は
２
８
５
０

万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
債

券
２
３
９
５
万
円
、
現
金

４
５
５
万
円
で
あ
る
。
年

度
末
に
お
け
る
債
権
（
貸

付
金
）
の
管
理
状
況
を
み

る
と
回
収
さ
れ
て
い
な
い

貸
付
金
は
、
１
７
０
４
万

円
（
貸
付
額
の
71
％
）
で

あ
り
、
基
金
の
運
用
が
で

き
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

未
納
者
の
３
３
４
人
の
中

に
は
、
昭
和
53
年
度
貸
付

か
ら
の
者
も
お
り
、
対
象

者
94
人
中
、
死
亡
者
46
人
、

転
出
者
43
人
、
そ
の
他
５

人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

高
山
市
福
祉
金
庫
基
金

条
例
第
８
条
第
２
項
及
び

第
３
項
で
は
、
貸
付
金
３

万
円
以
上
の
場
合
は
保
証

人
を
立
て
て
い
る
こ
と
か

ら
保
証
人
へ
の
対
応
も
含

め
基
金
の
適
正
な
管
理
と

運
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

＝
市
の
考
え
方
＝

平
成
23
年
度
貸
付
件
数

１
６
９
件
の
う
ち
、
３
万

円
ま
で
保
証
人
不
要
の
も

の
が
１
０
９
件
で
３
２
６

同
様
に
保
安
林
に
指
定
さ

れ
利
用
を
制
限
さ
れ
る
こ

と
は
同
じ
で
あ
る
が
、
生

活
環
境
保
全
林
と
し
て
整

備
・
管
理
さ
れ
る
こ
と
で

適
正
に
森
林
が
整
備
さ
れ
、

安
全
で
自
由
に
散
策
が
で

き
る
道
が
整
備
さ
れ
る
。

ま
た
、
地
域
振
興
に
も
繋

が
る
な
ど
の
理
由
で
、
所

有
者
の
理
解
が
得
ら
れ
無

償
で
の
使
用
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
生
活
環
境
保

全
林
の
整
備
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
や
地
域
事
情
が

異
な
る
た
め
、
す
べ
て
の

整
合
を
と
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

指
定
区
域
の
必
要
性
は
、

生
活
環
境
保
全
林
と
し
て

市
民
等
が
自
然
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
場
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
目
的
か
ら

森
林
の
一
定
の
広
が
り
が

必
要
で
、
区
域
が
指
定
さ

れ
整
備
が
さ
れ
て
保
安
林

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
特
段
の
状
況
の
変

化
が
な
い
限
り
区
域
の
見

直
し
や
縮
小
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。

よ
り
借
地
料
３
５
０
万
円

が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
私

有
地
で
無
料
の
他
地
区
と

の
整
合
や
指
定
区
域
面
積

の
必
要
性
な
ど
検
討
さ
れ

た
い
。

＝
市
の
考
え
方
＝

生
活
環
境
保
全
林
は
、

市
民
に
親
し
ん
で
い
た
だ

き
自
然
環
境
教
育
を
行
な

う
、
憩
い
の
場
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
の
目
的
で
県

が
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
高
山
市
で
は
８
ヶ

所
の
生
活
環
境
保
全
林
が

あ
り
、
そ
の
土
地
の
所
有

は
市
有
地
、
私
有
地
、
県

有
地
が
あ
る
。

借
地
料
の
他
地
区
と
の

整
合
は
、
清
見
地
区
で
県

が
熱
心
な
整
備
を
行
な
い

約
26
億
円
の
事
業
費
を
投

じ
て
整
備
さ
れ
た
。
生
活

環
境
保
全
林
の
整
備
は
、

保
安
林
に
指
定
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
に

よ
り
森
林
の
自
由
な
利
用

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
時
、
清
見
村
で
設
定
さ

れ
た
単
価
で
有
償
に
よ
る

賃
貸
借
契
約
が
さ
れ
た
。

他
地
区
の
無
償
地
域
で
も

万
円
の
貸
付
額
と
な
っ
た
。

ま
た
、
３
万
円
を
超
え
る

保
証
人
が
必
要
な
も
の
が

60
件
で
６
０
７
万
円
の
貸

付
額
と
な
っ
て
い
る
。

借
受
人
に
対
し
て
は
毎

年
、
返
還
依
頼
の
通
知
文

書
を
提
出
し
対
応
し
て
い

る
。

◆
生
活
環
境
保
全
林
の
借

地
料

生
活
環
境
保
全
林
は
、

高
山
市
生
活
環
境
保
全
林

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
に
よ
り
、
治
山
事

業
の
一
環
と
し
て
森
林
改

良
や
歩
道
施
設
な
ど
整
備

を
実
施
し
、
保
健
休
養
や

自
然
観
察
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。
市
内
に

は
、
清
見
地
区
、
荘
川
地

区
、
朝
日
地
区
、
高
根
地

区
及
び
国
府
地
区
が
あ
り
、

面
積
は
８
７
７
・
８
ha
で

あ
る
。
所
有
者
別
面
積
は
、

市
有
地
２
０
２
・
８
ha
、

私
有
地
で
４
０
８
ha
、
県

有
林
２
６
７
ha
で
あ
る
。

私
有
地
の
中
で
、
清
見
地

区
の
大
倉
地
区
と
大
原
地

区
で
の
借
地
２
１
５
ha
は
、

地
主
と
の
賃
貸
借
契
約
に

９月定例会報告
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〈
報
第
９
号
〉
継
続
費
精

算
報
告
書
（
一
般
会
計
）

に
つ
い
て

国
府
支
所
建
設
事
業

（
平
成
21
年
〜
平
成
23
年
）

及
び
ご
み
処
理
場
整
備
事

業
（
平
成
22
年
〜
平
成
23

年
）
の
継
続
費
に
係
る
継

続
年
度
の
終
了
に
伴
う
報

告
。

〈
報
第
10
号
〉
継
続
費
精

算
報
告
書
（
下
水
道
事
業

特
別
会
計
）
に
つ
い
て

宮
川
終
末
処
理
場
改
造

事
業
（
揚
水
ポ
ン
プ
：
平

成
21
年
〜
平
成
23
年
）
の

継
続
費
に
係
る
継
続
年
度

の
終
了
に
伴
う
報
告
。

〈
議
第
62
号
〉
高
山
市
誰

に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

郵
便
局
株
式
会
社
法
の

改
正
に
伴
う
条
文
整
備
。

〈
議
第
67
号
〉
宮
川
終
末

処
理
場
脱
水
機
長
寿
命
化

工
事
（
機
械
設
備
）
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

宮
川
終
末
処
理
場
の
脱

水
機
の
取
り
換
え
工
事
を

行
う
も
の
。

契
約
金
額

１
億
５
２
２
５
万
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
石
垣　

名
古

屋
支
店

工
期　

平
成
26
年
２
月
28

日
ま
で

【
質
疑
】
工
期
が
１
年
半

と
長
い
が
初
日
に
議
決
す

る
理
由
は
。

【
答
弁
】
製
作
に
時
間
が

か
か
る
と
と
も
に
、
老
朽

化
し
て
い
る
の
で
一
日
も

早
く
発
注
し
た
い
。

【
質
疑
】
工
事
中
の
汚
泥

処
理
は
対
応
で
き
る
の
か
。

【
答
弁
】
脱
水
機
は
２
台

あ
る
の
で
交
換
し
な
い
ほ

う
の
１
台
で
対
応
で
き
る
。

〈
議
第
68
号
〉
高
山
市
の

特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ

せ
る
郵
便
局
の
指
定
の
変

更
に
つ
い
て

郵
便
局
株
式
会
社
法
の

改
正
に
伴
い
変
更
す
る
も

の
。

〈
議
第
74
号
〉
財
産
の
取

得
に
つ
い
て

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

88
台
取
得
し
、
東
小
学
校
、

北
陵
中
学
校
の
改
築
に
合

わ
せ
て
設
置
す
る
も
の
。

取
得
の
相
手
方

ア
ル
コ
飛
騨
株
式
会
社

取
得
の
金
額

２
４
９
４
万
８
千
円

【
質
疑
】
仕
様
に
違
い
は

あ
る
の
か
。

【
答
弁
】
す
べ
て
同
じ
も

の
。

【
質
疑
】
今
回
購
入
す
る

も
の
は
一
台
あ
た
り
約
28

万
円
だ
が
、
こ
れ
ま
で
購

入
し
た
物
の
価
格
は
。

【
答
弁
】
お
よ
そ
40
万
円
。

【
質
疑
】
金
額
の
違
い
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
答
弁
】
参
考
機
種
を
提

示
し
、
あ
と
は
受
注
者
側

の
判
断
で
あ
る
と
考
え
る
。

〈
議
第
72
号
・
73
号
〉
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

本
年
９
月
30
日
で
任
期

〈
議
第
59
号
〉
高
山
市
防

災
会
議
条
例
及
び
高
山
市

災
害
対
策
本
部
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

〈
議
第
63
号
〉
高
山
市
地

区
公
民
館
及
び
集
会
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

９
月
定
例
会
が
９
月
11
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
開

か
れ
、
条
例
案
件
や
決
算
の
認
定
、
予
算
案
件
な
ど

33
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

認
定
・
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

９
月
11
日

本
会
議

満
了
と
な
る
た
め
、
新
た

な
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

同
意
し
た
も
の
。

打う
つ
え江　

記き

代よ

氏

針は
り
や
ま山　

順
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
朗
氏

９月定例会報告

【
質
疑
】
警
察
で
の
捜
査

が
続
い
て
い
る
時
に
市
で

の
決
着
を
つ
け
て
い
い
の

か
。

【
答
弁
】
内
部
捜
査
の
限

界
ま
で
の
捜
査
は
し
た
。

現
時
点
で
の
判
断
で
提
案

を
し
た
。

※
こ
の
議
案
は
、
質
疑
の

後
、
総
務
企
画
委
員
会

へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
第
75
号
〉
高
山
市
特

別
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

市
長
の
給
与
の
一
部
を

減
額
す
る
た
め
改
正
す
る

も
の
。

【
質
疑
】
市
営
住
宅
敷
金

紛
失
の
時
期
は
明
確
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
。

【
質
疑
】
着
服
で
な
く
紛

失
と
し
た
理
由
は
。

【
答
弁
】
本
人
が
私
的
流

用
を
否
定
し
た
た
め
。

９
月
21
日

本
会
議

10
月
２
日

本
会
議
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る
条
例
に
つ
い
て

〈
議
第
65
号
〉
高
山
市
火

災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〈
議
第
75
号
〉
高
山
市
特

別
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

こ
れ
ら
４
議
案
に
つ
い

て
は
、
総
務
企
画
委
員
会

に
て
審
査
さ
れ
委
員
長
報

告
の
後
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
第
64
号
〉
高
山
市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は

文
教
経
済
委
員
会
に
て
審

議
さ
れ
委
員
長
報
告
の
後
、

設
工
事
監
督
者
の
配
置
基

準
及
び
資
格
基
準
並
び
に

水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

基
準
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
てこ

れ
ら
３
議
案
に
つ
い

て
は
基
盤
整
備
委
員
会
で

審
査
さ
れ
委
員
長
報
告
の

後
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

認
第
１
号
平
成
23
年
度
高

山
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て
、
認
第
２

号
平
成
23
年
度
高
山
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
か
ら
、
認
第
10
号
平
成

23
年
度
高
山
市
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
ま

で
の
特
別
会
計
９
件
、
認

第
11
号
平
成
23
年
度
高
山

市
水
道
事
業
会
計
利
益
の

処
分
及
び
決
算
に
つ
い
て

以
上
認
定
案
件
11
件
の

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

〈
議
第
60
号
〉
高
山
市
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〈
議
第
61
号
〉
高
山
市
風

致
地
区
条
例
に
つ
い
て

〈
議
第
66
号
〉
高
山
市
布

９月定例会報告

審
査
結
果
が
、
予
算
決
算

特
別
委
員
長
よ
り
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

認
第
１
号
、
認
第
２
号
、

認
第
８
号
、
認
第
10
号
に

つ
い
て
は
、
反
対
・
賛
成

の
討
論
が
行
わ
れ
た
後
、

採
決
が
行
わ
れ
賛
成
多
数

で
認
定
し
ま
し
た
。
そ
の

他
の
決
算
は
全
員
一
致
で

認
定
し
ま
し
た
。

平成２４年第４回定例会上程議案一覧表
定例会に上程された議案及び議決結果は次の通りです。

議案番号 議　　案　　名 上程・付託 結　果

報第８号 損害賠償の額の決定の専決処分について 初日 報告終了
報第９号 継続費精算報告書（一般会計）について 初日 報告終了

報第10号 継続費精算報告書（下水道事業特別会計）につ
いて 初日 報告終了

認第１号 平成２３年度高山市一般会計歳入歳出決算につい
て

予算決算
特別 認定

認第２号 平成２３年度高山市国民健康保険事業特別会計歳
入歳出決算について

予算決算
特別 認定

認第３号 平成２３年度高山市下水道事業特別会計歳入歳出
決算について

予算決算
特別 認定

認第４号 平成２３年度高山市地方卸売市場事業特別会計歳
入歳出決算について

予算決算
特別 認定

認第５号 平成２３年度高山市学校給食費特別会計歳入歳出
決算について

予算決算
特別 認定

認第６号 平成２３年度高山市簡易水道事業特別会計歳入歳
出決算について

予算決算
特別 認定

認第７号 平成２３年度高山市農業集落排水事業特別会計歳
入歳出決算について

予算決算
特別 認定

認第８号 平成２３年度高山市介護保険事業特別会計歳入歳
出決算について

予算決算
特別 認定

認第９号 平成２３年度高山市観光施設事業特別会計歳入歳
出決算について

予算決算
特別 認定

認第10号 平成２３年度高山市後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算について

予算決算
特別 認定

認第11号 平成２３年度高山市水道事業会計利益の処分及び
決算について

予算決算
特別 認定

議第59号 高山市防災会議条例及び高山市災害対策本部条
例の一部を改正する条例について 総務企画 原案可決

議第60号 高山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一
部を改正する条例について 基盤整備 原案可決

議第61号 高山市風致地区条例について 基盤整備 原案可決

議第62号 高山市誰にもやさしいまちづくり条例の一部を
改正する条例について 初日 原案可決

議第63号 高山市地区公民館及び集会施設の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例について 総務企画 原案可決

議第64号 高山市埋蔵文化財センターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例について 文教経済 原案可決

議第65号 高山市火災予防条例の一部を改正する条例につ
いて 総務企画 原案可決

議第66号
高山市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並
びに水道技術管理者の資格基準に関する条例につ
いて

基盤整備 原案可決

議第67号 宮川終末処理場脱水機長寿命化工事（機械設備）
請負契約の締結について 初日 原案可決

議第68号 高山市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指
定の変更について 初日 原案可決

議第69号 平成２４年度高山市一般会計補正予算（第１号） 予算決算特別 原案可決

議第70号 平成２４年度高山市下水道事業特別会計補正予算
（第１号）

予算決算
特別 原案可決

議第71号 平成２４年度高山市簡易水道事業特別会計補正予
算（第１号）

予算決算
特別 原案可決

議第72号 教育委員会委員の任命について 初日 同意
議第73号 教育委員会委員の任命について 初日 同意
議第74号 財産の取得について 初日 原案可決

議第75号 高山市特別職職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について 総務企画 原案可決

発議第６号 地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書 最終日 原案可決

発議第７号 公務員倫理の確立を求める決議 最終日 原案可決
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発議第７号

公務員倫理の確立を求める決議
地方分権が進展する中、本市は、急速に進行する少

子高齢化や低迷を続ける地方経済の活性化など多くの
課題を抱えており、市職員に期待される役割と使命は
非常に大きい。
このような中で、市職員としてあるまじき行為や不

適切な事務執行といった不祥事が立て続けに発生し、
市民の信頼を著しく損ねていることは甚だ遺憾であ
る。
こうした一連の不祥事は、公務員としての責任と自

覚の欠如、および組織の管理体制の不備に起因するも
のと断ぜざるを得ない。
よって、市長は市職員一人ひとりにその責務の重み

を再認識させ、綱紀粛正に万全を期し、一層の公務員
倫理の確立を図るとともに、組織をあげて不祥事の再
発防止に全力で取り組むことによって、一刻も早い市
民の信頼回復を図るよう強く求める。
以上、決議する。

　　　　平成２４年１０月２日
高　山　市　議　会

決
議
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
職
員
が
窃

盗
未
遂
容
疑
で
逮
捕
、
器

物
損
壊
事
件
と
し
て
不
起

訴
処
分
、
市
営
住
宅
の
不

適
切
な
事
務
に
か
か
る
職

員
の
処
分
な
ど
一
連
の
不

祥
事
に
よ
り
懲
戒
処
分
と

な
っ
た
事
案
３
件
に
つ
い

て
、
全
員
協
議
会
に
お
い

て
職
員
の
倫
理
感
、
責
任

感
の
欠
如
の
問
題
等
が
指

摘
さ
れ
、
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
機
関
で
あ
る
議
会
と
し

て
は
、
こ
う
し
た
事
案
が

二
度
と
発
生
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
行
政
に
強
く
求

め
て
い
く
こ
と
と
し
、
そ

の
意
思
を
「
決
議
」
と
い

う
形
で
表
明
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
で
の
議
論

公
金
紛
失
の
問
題
に

つ
い
て
、「
紛
失
と
認
定

し
た
判
断
が
腑
に
落
ち
な

い
」「
錯
誤
と
い
う
理
由

で
は
納
得
で
き
な
い
」「
真

相
究
明
の
必
要
が
あ
る
」

「
議
会
に
対
し
て
も
市
民

に
対
し
て
も
説
明
不
足
の

感
は
否
め
な
い
」「
業
務

の
執
行
体
制
に
大
き
な
問

題
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
」「
改
善
策
が

十
分
な
も
の
か
検
証
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど

の
厳
し
い
意
見
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
の
倫
理
感
、

責
任
感
の
欠
如
の
問
題
も

指
摘
さ
れ
、「
研
修
強
化

な
ど
の
再
発
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
」「
背
景

に
は
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
ス
ト

レ
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
の
取

り
組
み
を
、
山
村
地
域
の

市
町
村
が
主
体
的
、
総
合

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
木
材
価

格
の
暴
落
、
低
迷
や
林
業

従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
恒
久
的
、
安
定

的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足

し
て
い
る
。

二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と

し
て
最
も
重
要
な
機
能
を

有
す
る
森
林
の
整
備
、
保

全
等
を
推
進
す
る
市
町
村

の
役
割
を
踏
ま
え
、
平
成

24
年
10
月
に
導
入
さ
れ
る

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
」の
一
定
割
合
を
、

森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与

す
る「
地
方
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
仕
組
み
」
を
早

急
に
構
築
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

発
議
第
６
号

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
「
地
方
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
仕
組
み
」
の
構

築
を
求
め
る
意
見
書

地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
は
、
地
球
規
模
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
環
境
保

護
、
国
土
の
保
全
、
水
源

の
涵
養
な
ど
「
森
林
の
公

益
的
機
能
」
に
対
す
る
国

民
の
関
心
と
期
待
は
大
き

い
。そ

の
た
め
に
森
林
整

備
、
保
全
等
の
森
林
吸
収

源
対
策
や
再
生
可
能
エ
ネ

議員提出議案
議員提出議案として、決議および
意見書を発議し、全会一致で決定
しました。

お
答
え
し
ま
す

市
民
に
開
か
れ
た

議
会
の
広
報
誌
と
し

て
、
議
員
手
づ
く
り

で「
ぎ
か
い
だ
よ
り
」

の
編
集
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
が
、
最

近
、
内
容
や
あ
り
方

に
つ
い
て
皆
さ
ま
か

ら
様
々
な
ご
意
見
や

お
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
、
機
会
を
と

ら
え
コ
メ
ン
ト
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
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※○は賛成、●は反対。※橋本議長は採決に加わりません。

９月定例会の提出議案における、各議員の賛否は表のとおりです。

９月定例会の議案賛否一覧
９月定例会報告

山
腰　

恵
一

渡
辺　

甚
一

北
村　

征
男

若
山 

加
代
子

岩
垣　

和
彦

中
筬　

博
之

倉
田　

博
之

松
山　

篤
夫

車
戸　

明
良

佐  

竹 　

稔

松
葉　

晴
彦

木
本　

新
一

溝
端 

甚
一
郎

水
門　

義
明

村
瀬　

祐
治

橋
本　

正
彦

中
田　

清
介

藤
江　

久
子

谷
澤　

政
司

松
本　

紀
史

今
井　

武
男

小
井
戸 

真
人

島
田　

政
吾

杉
本　

健
三

議第59号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第60号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第61号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第62号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第63号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第64号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第65号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第66号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第67号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第68号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第69号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第70号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第71号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第72号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第73号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第74号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第75号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第１号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第２号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第８号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第10号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　議員提出議案

発議６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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國島市長に問うZ
一 般 質 問

９月１９日から２１日までの３日間、１５人の議員が市政全般について質問しました。

議員名 質問方式 掲載
ページ

1 倉田博之 一問一答 8
2 水門義昭 一問一答 9
3 中田清介 一問一答 9
4 藤江久子 一問一答 10
5 谷澤政司 一問一答 10
6 若山加代子 一問一答 11

議員名 質問方式 掲載
ページ

1 松山篤夫 一括 11
2 山腰恵一 一問一答 12
3 中筬博之 一問一答 12
4 渡辺甚一 一問一答 13
5 佐竹　稔 一問一答 13
6 松葉晴彦 一問一答 14

議員名 質問方式 掲載
ページ

1 村瀬祐治 一問一答 14
2 岩垣和彦 一問一答 15
3 小井戸真人 一問一答 15

※本会議などの様子は、市議会のホームページ・ヒットネットＴＶでご覧いただけます。

（インターネットでは、当日の生中継のほか録画配信により、いつでも閲覧することができます）

http:/ /www.ci ty. takayama. lg. jp/gikai /gikai-e izou.html

状
況
お
よ
び
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
事
業
と
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
の
現
況
は
。

【
答
】
平
成
23
年
度
延
べ

相
談
件
数
４
０
６
７
件
。

通
所
は
５
施
設
の
定
員
総

数
58
人
で
約
８
割
の
利
用
。

希
望
者
受
入
れ
可
能
。
共

同
生
活
は
５
施
設
の
定
員

総
数
39
人
で
満
床
状
態
。

８
月
末
の
待
機
者
74
名
。

22
床
を
増
床
予
定
。

【
問
】
対
象
者
支
援
は
。

【
答
】
市
民
や
関
係
機
関

と
情
報
共
有
し
、
連
携
す

る
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

【
問
】
早
期
発
見
・
早
期
治

療
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
周
囲
の
早
い
気
づ

き
に
つ
な
が
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
継

続
。
医
療
と
の
連
携
強
化
。

【
問
】
市
民
の
周
知
と
理
解

に
対
す
る
啓
発
は
。

【
答
】
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
拡
大
や
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
。

【
問
】
家
族
へ
の
ケ
ア
は
。

【
答
】
介
護
者
同
士
の
交

流
や
悩
み
相
談
な
ど
の
民

間
団
体
情
報
を
提
供
。
他

の
方
策
も
探
っ
て
い
く
。

高
山
・
大
原
断
層
帯
地
震

【
問
】
平
成
16
発
表
の
県
想

定
に
よ
る
市
の
被
害
は
甚

大
。
防
・
減
災
対
策
に
発

表
デ
ー
タ
の
活
用
は
。

【
答
】
災
害
用
備
蓄
品
購

入
計
画
や
総
合
防
災
訓
練

な
ど
へ
反
映
。

【
問
】
新
デ
ー
タ
の
整
備
と

住
民
周
知
は
。

【
答
】
県
は
来
年
１
月
に

新
想
定
公
表
予
定
。
デ
ー

タ
を
周
知
し
施
策
を
推
進
。

【
問
】
生
存
救
助
者
は
大
半

が
近
隣
住
民
に
よ
る
救
出

だ
。消
防
団
の
救
助
訓
練
は
。

【
答
】
大
変
重
要
。
取
り

入
れ
て
い
る
し
次
年
度
以

降
、
団
員
の
研
修
を
行
い

た
い
。

【
問
】
外
資
企
業
へ
の
団
員

加
入
義
務
な
ど
、
新
た
な

団
員
確
保
策
が
必
要
で
は
。

【
答
】
企
業
へ
の
義
務
化

は
困
難
。
別
施
策
を
検
討
。

【
問
】
活
断
層
上
の
建
築
制

限
を
始
め
た
自
治
体
が
あ

る
。
市
の
方
向
は
。

【
答
】
図
上
確
認
で
は
詳

細
を
把
握
で
き
な
い
。
防

災
上
有
効
だ
が
、
県
の
指

導
を
仰
ぎ
つ
つ
検
討
し
て

い
く
。

増
加
す
る
認
知
症
の
対
策

【
問
】
高
山
市
の
対
象
者
数

と
動
向
は
。

【
答
】
４
月
１
日
現
在
、

日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ
以
上

２
５
４
１
人
で
増
加
傾
向
。

【
問
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
認
知
症
関
係
相
談

９月１９日（水） ９月２０日（木） ９月２１日（金）

９月定例会　一般質問

倉田　博之 議員

犠
牲
者
８
３
７
人
!!

要
救
出
者

　
　
　

１
４
９
３
人
!!

福
岡
県
大
牟
田
市
で
全
戸
配
布
さ
れ
た

「
認
知
症
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
全
12
ペ
ー
ジ
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処
理
し
て
い
た
。

【
問
】
会
計
規
則
上
の
問
題
、

職
員
の
服
務
規
程
に
も
触

れ
る
問
題
で
は
な
い
か
。

高
山
市
の
懲
罰
規
定
に
よ

る
紛
失
と
認
定
さ
れ
た
が
、

懲
罰
委
員
会
の
所
管
は
ど

こ
で
認
定
の
根
拠
は
。

【
答
】
懲
罰
委
員
会
の
所

管
は
企
画
管
理
部
の
総
務

課
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
私

的
な
流
用
に
つ
い
て
は
明

確
に
否
定
し
て
い
る
為
、

紛
失
を
適
用
し
て
市
長
に

報
告
し
処
分
を
決
定
し
た
。

【
問
】
公
金
に
関
わ
る
不
祥

事
は
行
政
処
分
と
共
に
刑

事
告
発
を
す
る
事
に
な
る

と
思
う
が
、
今
回
の
件
で

の
警
察
へ
の
通
報
は
ど
の

よ
う
な
意
味
合
い
を
も
つ

の
か
。

【
答
】
告
発
は
行
わ
な
か

っ
た
。
し
か
し
公
金
が
不

明
と
の
事
案
の
重
大
性
に

鑑
み
、
事
前
に
警
察
へ
報

告
し
処
分
し
た
。
関
係
職

員
は
地
方
公
務
員
法
に
よ

る
供
述
許
可
を
取
り
、
警

察
に
出
向
き
事
情
を
説
明

し
た
。

市
営
住
宅
敷
金
に
関
す
る

不
祥
事
に
つ
い
て

【
問
】
普
通
の
感
覚
で
は
、

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
起
き

る
ん
だ
と
、
耳
を
疑
う
ば

か
り
の
報
告
で
あ
る
。

　

年
度
末
の
チ
ェ
ッ
ク
は

誰
が
ど
の
様
な
手
順
で
行

う
の
か
。

【
答
】
会
計
管
理
者
か
ら

委
任
さ
れ
た
都
市
整
備
課

長
が
、
確
認
さ
れ
た
各
月

の
入
出
金
状
況
一
覧
表
を

も
と
に
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
本
来
の
意
味
の
確
認

が
出
来
て
い
れ
ば
、
何
年

間
も
年
度
を
ま
た
ぐ
不
明

金
は
出
な
い
。
公
金
の
支

出
に
は
そ
の
都
度
伝
票
が

必
要
と
思
う
が
。

【
答
】
伝
票
処
理
で
は
な

く
決
定
書
に
よ
る
決
裁
で

処
理
を
し
て
い
た
。
伝
票

処
理
が
望
ま
し
い
為
、
今

後
は
伝
票
で
処
理
す
る
。

【
問
】
敷
金
を
紛
失
し
た
事

案
に
つ
い
て
、
通
帳
の
支

出
伝
票
に
記
載
し
た
金
額

は
元
々
根
拠
の
な
い
も
の

だ
っ
た
の
か
。

【
答
】
担
当
者
の
錯
誤
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
何
ら

か
の
算
定
根
拠
に
基
づ
い

た
金
額
で
は
な
い
。

【
問
】
錯
誤
で
２
回
も
３
回

も
と
お
る
内
容
な
の
か
、

間
違
っ
た
金
額
が
そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。
担

当
者
は
現
金
取
り
扱
い
員

等
の
会
計
規
則
上
の
要
件

を
満
た
す
立
場
に
あ
っ
た

の
か
。

【
答
】
会
計
管
理
者
の
権

限
に
属
す
る
事
務
の
内
、

市
営
住
宅
敷
金
の
現
金
等

の
出
納
及
び
保
管
に
つ
い

て
は
都
市
整
備
課
長
に
委

任
。

　

都
市
整
備
課
長
の
決
裁

処
分
に
基
づ
き
都
市
整
備

課
職
員
で
あ
る
担
当
者
が

紛
失
と
の
結
論
は
腑
に
落

ち
な
い
。
定
め
ら
れ
て
い

る
と
お
り
に
処
理
す
れ
ば

不
祥
事
は
起
き
な
い
。

９月定例会　一般質問

部
で
14
ヶ
所
あ
る
。
地
下

道
は
周
囲
か
ら
死
角
に
な

る
な
ど
、
安
全
確
保
に
つ

い
て
懸
念
さ
れ
る
が
、
集

団
下
校
や
、
教
員
や
保
護

者
に
よ
る
同
伴
下
校
を
行

う
ほ
か
、
地
域
の
方
々
に

よ
り
見
守
る
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ

う
し
た
地
域
・
保
護
者
・

学
校
・
警
察
署
が
一
体
と

な
っ
て
安
全
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
現
在

の
と
こ
ろ
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

平
成

年
度
決
算
財
務

４
表
の
分
析
に
つ
い
て

【
問
】
財
務
４
表
の
分
析
と

課
題
は
。

【
答
】
財
務
諸
表
を
活
用

し
た
各
種
指
標
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が

で
き
る
。
世
代
間
負
担
比

率
は
毎
年
改
善
さ
れ
、
財

政
の
健
全
性
が
十
分
に
担

保
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

一
方
で
資
産
の
減
価
償
却

の
状
況
か
ら
見
る
と
、
資

産
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
将
来
の
資
産
更
新
へ

の
対
応
が
課
題
で
あ
る
。

高
山
市
小
中
学
校
の
い
じ

め
の
件
数
な
ど
現
状
は

【
問
】
平
成
23
年
度
と
本
年

度
8
月
ま
で
の
い
じ
め
の

現
状
把
握
は
。

【
答
】
平
成
23
年
度
は
小

学
校
24
件
、
中
学
校
16
件
。

平
成
24
年
度
8
月
末
ま
で

は
、
小
学
校
8
件
、
中
学

校
16
件
で
、
全
て
解
消
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
今
年
度
で
も
小
中
学

生
合
わ
せ
て
24
名
の
児
童

生
徒
が
い
じ
め
に
あ
っ
て

い
る
と
思
う
と
心
が
痛
む
。

学
校
や
教
育
委
員
会
の
対

応
策
は
。

【
答
】
市
青
少
年
問
題
協

議
会
は
「
い
じ
め
は
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
起
こ
り

う
る
」
と
い
う
認
識
で
、

根
絶
に
向
け
て
「
い
じ
め

の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
宣
言
」
を
提
唱
。
ま
た
、

生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
が
「
ス

ト
ッ
プ
！

い
じ
め
宣

言
」
を
採

択
し
、
家

庭
・
学
校
・

地
域
が
互

い
に
協
力

し
合
い
市

民
総
意
で
い
じ
め
撲
滅
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

【
問
】
児
童
生
徒
へ
の
事
件

や
不
審
者
の
現
状
は
。

【
答
】
地
下
道
で
の
事
件

や
7
月
に
は
女
子
高
生
に
、

9
月
に
は
小
学
生
が
声
を

か
け
ら
れ
る
事
件
な
ど
3

件
あ
っ
た
。

【
問
】
地
下
道
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
を
提
案
す
る
が

ど
う
か
。

【
答
】
市
内
に
通
学
路
と

な
っ
て
い
る
地
下
道
は
全

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

水門　義昭 議員

中田　清介 議員
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市
民
の
安
全
確
保
に
は

情
報
網
の
公
平
性
を
！

に
な
る
と
思
う
が
、
再
考

で
き
な
い
か
。

【
答
】
ス
ト
レ
ス
に
な
ら

な
い
よ
う
環
境
を
整
え
る
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

【
問
】
愛
媛
県
松
山
市
で
は
、

担
当
課
を
作
り
「
松
山
ブ

ラ
ン
ド
」
を
追
及
・
広
め

る
た
め
の
「
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
作
成
。
ま
た
「
オ

ー
ル
松
山
」
体
制
に
よ
り

市
民
ぐ
る
み
で
市
の
魅
力

ア
ッ
プ
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
る
。
高
山
市
も
市
民
ぐ

る
み
の
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
を
作
成
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
そ
の
一
環

と
も
な
る
「
中
高
生
の
観

光
特
別
大
使
」
を
任
命
で

き
る
方
法
も
検
討
し
て
ほ

し
い
。

【
答
】
松
山
市
の
事
は
参

考
に
さ
せ
て
も
ら
う
。
観

光
大
使
の
こ
と
は
関
係
課

と
協
議
し
前
向
き
に
検
討

す
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
構

築
に
向
け
て

【
問
】
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
歴
史
上
初
め
て
、

す
べ
て
の
国
で
男
女
が
参

加
し
た
記
念
す
べ
き
回
と

な
っ
た
。
日
本
で
初
め
て

出
場
し
た
女
子
は
人
見

絹
枝
さ
ん
で
あ
る
。
陸
上

８
０
０
ｍ
で
銀
メ
ダ
ル
を

取
っ
た
が
、
当
時
の
社
会

か
ら
は
さ
ん
ざ
ん
批
判
を

浴
び
た
。
も
し
そ
の
頃
の

常
識
（
女
だ
か
ら
）
を
彼

女
が
受
け
入
れ
て
い
た
ら
、

吉
田
沙
保
里
さ
ん
も
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
も
い
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
日

本
の
メ
ダ
ル
数
も
人
気
も

半
減
し
た
で
あ
ろ
う
。
今

も
こ
れ
と
同
様
な
こ
と（
女

性
に
能
力
を
生
か
す
機
会

を
与
え
な
い
こ
と
）
が
あ

る
の
で
す
。
地
域
や
会
社

に
お
い
て
で
あ
る
。
高
知

市
で
は
町
内
会
長
の
¼
〜

⅓
は
女
性
で
あ
る
。
町
内

に
女
性
部
が
な
い
か
ら
逆

に
女
性
に
機
会
が
与
え
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
高
山
市
の
女
性
組
織
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
。

【
答
】
女
性
組
織
に
お
い

て
も
、
う
ま
く
機
能
し
て

い
な
い
等
の
提
起
が
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
議
論
を

進
め
て
行
く
。

職
員
の
英
語
能
力
の
向
上

に
つ
い
て

【
問
】
英
語
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
こ
と
は
良
い
事
だ

が
、
そ
れ
を
昇
任
の
必
須

条
件
に
す
る
と
な
る
と
、

多
く
の
不
利
益
（
他
の
能

力
は
高
い
が
、
英
語
は
苦

手
と
い
う
職
員
の
能
力
が

生
か
さ
れ
な
い
等
）
が
懸

念
さ
れ
る
。
ま
た
職
員
に

と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス

も
し
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
女
子
が
参
加
で
き

な
か
っ
た
ら
…

【
答
】
実
行
委
員
会
と
検

討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
産
業
は
、
す
そ
野
が

広
く
経
済
波
及
効
果
が
大

き
い
。
観
光
に
特
化
し
た

経
済
対
策
は

【
問
】
高
山
で
の
滞
在
が
数

時
間
で
日
帰
り
客
が
多
い
。

宿
泊
客
を
増
や
す
た
め
、

宿
泊
割
引
券
や
観
光
施
設

入
館
割
引
券
等
へ
の
取
り

組
み
を
。

【
答
】
事
業
の
効
果
を
検

証
し
な
が
ら
、
戦
略
的
な

誘
客
宣
伝
の
展
開
に
努
め

た
い
。

【
問
】
２
年
後
は
高
山
本
線

開
通
80
周
年
と
北
陸
新
幹

線
・
東
京
金
沢
間
の
開
業

に
よ
り
、
観
光
客
の
流
れ

が
大
き
く
変
わ
る
。
現
時

点
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
新
幹
線
開
通
後
は

Ｊ
Ｒ
利
用
客
は
、
こ
れ
ま

で
の
１
・
５
倍
に
な
る
と

考
え
る
。
関
係
市
村
・
交

通
事
業
者
と
連
携
し
た
バ

ス
路
線
等
を
整
備
し
、
北

陸
新
幹
線
を
利
用
し
た
旅

行
の
提
案
を
積
極
的
に
行

い
た
い
。

災
害
時
に
向
け
情
報
通
信

網
の
公
平
で
格
差
の
な
い

整
備
を
急
が
な
け
れ
ば

【
問
】
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

未
整
備
状
況
は
。

【
答
】
世
帯
数
で
は
全
市

３
万
４
千
の
う
ち
４
千
が

未
整
備
。

【
問
】
整
備
地
区
で
の
加
入

の
現
状
は
。

【
答
】
平
成
23
年
度
末
で

約
30
％
。
高
山
地
区
は
約

20
％
の
世
帯
が
加
入
。

【
問
】
市
民
へ
の
情
報
伝
達

ツ
ー
ル
の
公
平
性
・
共
有

化
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
情
報
通
信
の
格
差

解
消
に
向
け
、
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
取
り
組

み
た
い
。

【
問
】
市
長
の
公
的
資
金
導

入
発
言
の
考
え
は
。

【
答
】
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
整
備
に
お
い
て
は
、
市

と
し
て
も
実
現
に
向
け
支

援
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

景
気
に
第
二
弾
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
販
売
を

【
問
】
目
的
の
地
元
企
業
の

活
性
化
が
図
れ
た
の
か
。

【
答
】
販
売
は
４
割
と
低

調
で
市
内
の
景
気
の
テ

コ
入
れ
に
は
不
十
分
だ
っ

た
。

【
問
】
冬
に
向
け
第
二
弾
の

販
売
取
り
組
み
を
。
１
世

帯
あ
た
り
購
入
金
額
５
万

円
を
拡
大
を
し
て
は
。

９月定例会　一般質問

藤江　久子 議員

谷澤　政司 議員

第２弾の発売が決定！
（上限が５万円から１０万円に）
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受
け
る
こ
と
で
抜
け
て
し

ま
う
授
業
を
補
充
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
通
級
で
の
支
援
を

は
じ
め
特
別
支
援
教
育
は
、

そ
の
児
童
・
生
徒
に
ど
ん

な
支
援
が
必
要
か
将
来
を

見
通
し
て
考
え
対
応
し
て

い
る
。
授
業
が
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
か
ら
受
験
に
影

響
す
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
。

住
宅
エ
コ
推
進
事
業
に
つ
い
て

【
問
】
住
宅
エ
コ
推
進
事
業

の
経
済
効
果
は
。

【
答
】
制
度
を
開
始
し
た

平
成
22
度
か
ら
の
合
計
で

補
助
件
数
が
約
３
６
０
０

件
、
補
助
金
額
が
約
４
億

８
０
０
０
万
円
、
工
事
費

が
約
７
３
億
円
と
な
っ
て

い
る
。

【
問
】
屋
根
遮
熱
塗
装
と
鋼

板
の
吹
き
替
え
の
補
助
制

度
が
平
成
24
年
度
で
終
了

す
る
が
、
住
宅
エ
コ
推
進

事
業
と
あ
わ
せ
て
平
成
25

年
度
以
降
も
続
け
る
考
え

は
あ
る
か
。

【
答
】
現
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。

介
護
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

【
問
】
今
年
介
護
保
険
料
が

上
が
り
高
齢
者
の
負
担
感

が
益
々
膨
ら
ん
だ
。
中
に

は
「
介
護
保
険
を
使
わ
な

い
健
康
な
も
の
は
高
い
保

険
料
を
取
ら
れ
損
だ
」
と

ま
で
言
わ
れ
る
方
が
い
る
。

健
康
な
方
に
は
「
元
気
で

い
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み

が
必
要
で
な
い
か
。
東
京

都
稲
城
市
な
ど
で
実
施
さ

れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
集
め

た
ポ
イ
ン
ト
を
換
金
す
る

こ
と
で
結
果
的
に
保
険
料

の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
い

う
取
り
組
み
だ
が
、
高
山

市
で
も
実
施
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

【
答
】
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
だ
け
で
保
険
料

軽
減
は
で
き
な
い
。
地
域

資
源
の
活
用
と
い
う
観

点
か
ら
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
み
た
い
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

【
問
】
通
級
指
導
教
室
は
通

常
の
授
業
時
間
内
に
あ
る

た
め
、
普
通
学
級
の
授
業

を
抜
け
て
通
級
の
支
援
を

受
け
る
。
通
級
で
の
支
援

は
子
ど
も
の
た
め
に
必
要

だ
が
、
受
け
ら
れ
な
い
授

業
が
あ
る
こ
と
が
、
高
校

受
験
に
影
響
が
な
い
か
と

心
配
さ
れ
る
保
護
者
が
い

る
。
普
通
高
校
を
受
験
し

た
い
と
い
う
本
人
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
、
支
援
を

高
山
市
独
自
の

介
護
保
険
料
軽
減
策
を

る
。

【
問
】
い
じ
め
の
構
造
が
で

き
あ
が
る
に
は
、
加
害
者

と
被
害
者
だ
け
で
は
な
く
、

傍
観
者
の
存
在
が
大
き
い
。

未
然
防
止
と
再
発
防
止
の

た
め
の
全
校
指
導
体
制
の

確
立
は
。

【
答
】
校
長
の
指
導
の
も

と
全
校
で
組
織
的
な
指
導

が
で
き
る
体
制
を
と
り
、

教
育
委
員
会
と
の
連
携
は

も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
地

域
、
関
係
諸
機
関
と
も
綿

密
な
連
携
を
図
っ
た
指
導

を
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
誘
致
対
策

に
つ
い
て

【
問
】
高
山
市
が
ミ
シ
ュ
ラ

ン
の
三
ツ
星
で
あ
る
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

宣
伝
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
誘
客
活
動
に
お
い

て
、
高
山
市
が
三
ツ
星
獲

得
地
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
改
訂
す
る
予
定
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
の
Ｐ
Ｒ
媒
体
に
掲
載

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
う
。

水
源
林
と
し
て
の
森
林
保

全
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
海
外
資
本
に
よ
る
森

林
・
水
源
地
の
買
収
を
い

か
に
し
て
防
ぐ
の
か
。

【
答
】
市
で
は｢

海
外
資

本
に
よ
る
森
林
・
水
源
地

買
収
の
対
応
方
針｣

を
定

め
、
情
報
収
集
や
必
要
に

応
じ
て
対
応
策
を
検
討
す

る
た
め
の
連
絡
体
制
を
整

え
て
お
り
、
情
報
を
早
期

に
収
集
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
。
県
で
は
条
例
の

制
定
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

国
に
対
し
て
も
法
律
の
制

定
を
求
め
て
い
く
。

【
問
】
市
は
森
林
環
境
税
を

活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
水
源
林
や
奥
山
林

の
間
伐
を
行
う
環
境
保
全

林
整
備
事
業
、
森
林
病
害

虫
の
防
除
や
生
活
環
境
保

全
林
の
施
設
の
改
修
を
行

う
里
山
林
整
備
事
業
な
ど

を
行
い
、
森
林
や
生
活
環

境
の
保
全
に
努
め
て
い
る
。

い
じ
め
問
題
の
解
決
策
に

つ
い
て

【
問
】「
犯
罪
型
い
じ
め
」

が
発
生
し
た
と
き
、
被
害

者
の
心
と
身
体
を
守
る
こ

と
に
な
る
の
な
ら
ば
、
加

害
者
の
出
席
停
止
や
警
察

へ
の
通
報
を
含
む
厳
し
い

対
応
を
躊
躇
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

【
答
】
暴
力
等
に
よ
る
重

大
な
い
じ
め
事
案
に
対
し

て
、
学
校
が
警
察
と
連
携

し
て
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
よ
う
、
指
導
し
て
い

水
資
源
を
守
ろ
う
！

９月定例会　一般質問

若山　加代子 議員

松山　篤夫 議員

宇津江四十八滝

桐生町にあるきりう福祉セン
ターの高齢者健康づくり器具
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表
現
が
曖
昧
す
ぎ
で
は
。

【
答
】
色
の
規
制
だ
け
で

良
好
な
広
告
に
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
い
。

【
問
】
掲
出
基
準
に
つ
い
て

思
い
切
っ
た
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
現
在
、
ま
ち
な
み

保
存
会
の
方
々
と
話
し
合

っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

【
問
】
質
の
向
上
を
図
る
取

り
組
み
は
。

【
答
】「
景
観
に
ふ
さ
わ
し

い
看
板
補
助
金
」
な
ど
の

活
用
で
良
好
な
広
告
物
を

誘
導
し
た
い
。

【
問
】
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
方
向
性
は
。

【
答
】「
守
る
、
作
る
」
と

い
う
視
点
に
立
っ
て
現
在

多
方
面
の
方
々
と
検
討
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

市
営
住
宅
に
お
け
る
入
居

者
の
高
齢
化

【
問
】
入
居
者
の
高
齢
化
に

つ
い
て
現
状
把
握
は
。

【
答
】
全
７
２
９
世
帯
の

う
ち
高
齢
世
帯
が
２
７
２

世
帯
、
37
・
３
％
。

【
問
】
自
治
会
運
営
や
共
有

空
間
の
掃
除
・
除
雪
な
ど

の
ほ
か
防
災
や
防
犯
面
で

も
課
題
で
は
な
い
か
。

【
答
】
課
題
を
認
識
し
、

注
視
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
若
い
子
育
て
世
帯
の

入
居
な
ど
世
代
構
成
の
多

様
化
を
図
る
考
え
は
。

【
答
】
裁
量
階
層
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

【
問
】
防
災
会
議
を
市
長
の

諮
問
的
機
関
と
す
る
条
例

改
正
の
意
図
は
。

【
答
】
普
段
か
ら
議
論
す

る
こ
と
で
防
災
会
議
の
機

能
を
高
め
よ
う
と
す
る
も

の
。

【
問
】
防
災
会
議
に
女
性
の

視
点
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
と
い
う
考
え
は
。

【
答
】
女
性
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
主
体
の
参
画

を
図
り
た
い
。

【
問
】
災
害
時
要
援
護
者
の

支
援
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
指
針
・
計
画
は
。

【
答
】
支
援
対
策
協
議
会

で
、
全
体
計
画
・
個
別
支

援
計
画
策
定
に
向
け
協
議

を
始
め
た
と
こ
ろ
。

屋
外
広
告
物
の
適
正
化

【
問
】
屋
外
広
告
物
適
正
化

旬
間
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
違
反
広
告
物
の
是

正
指
導
・
啓
発
と
除
却
。

【
問
】
景
観
計
画
に
示
さ
れ

た
基
準
「
け
ば
け
ば
し
い

色
彩
」「
原
色
等
」
な
ど
の

毅
然
と
し
た
姿
勢
で

高
山
の
景
観
を
守
れ
！

能
が
働
く
よ
う
、
各
所
管

部
局
と
連
携
を
図
り
た
い
。

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

「
有
用
金
属
」
に
つ
い
て

【
問
】
使
用
済
み
小
型
家
電

に
は
資
源
価
値
の
高
い
金

属
が
含
ま
れ
て
い
る
が
市

の
認
識
は
。

【
答
】
小
型
家
電
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
は
資

源
確
保
、
廃
棄
物
減
量
化

な
ど
の
上
で
重
要
と
認
識

し
て
い
る
。

【
問
】
処
理
方
法
は
。

【
答
】
可
能
な
範
囲
で
鉄

の
み
を
資
源
化
し
て
埋
立

処
分
し
て
い
る
。

【
問
】
小
型
電
子
機
器
等
再

資
源
化
促
進
法
が
来
年
施

行
さ
れ
る
が
、
市
の
課
題

認
識
と
方
針
は
。

【
答
】
対
象
品
目
や
認
定

事
業
者
の
把
握
な
ど
循
環

利
用
ま
で
の
流
れ
が
確
立

さ
れ
て
な
い
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
循
環
型
社
会
を

形
成
す
る
上
で
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
や
他
自

治
体
等
の
状
況
を
踏
ま
え

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

【
問
】
自
主
防
災
訓
練
の
参

加
状
況
は
。

【
答
】
平
成
22
年
は
２
２

２
回
・
７
７
６
３
人
、
平

成
23
年
は
１
９
９
回
・
６

６
３
１
人
で
あ
る
。

【
問
】
地
図
上
で
地
域
の
特

徴
や
課
題
な
ど
を
読
み
取

り
被
害
想
定
を
す
る
災
害

図
上
訓
練
の
現
状
は
。

【
答
】
平
成
22
年
は
32
組

織
、
平
成
23
年
は
２
組
織

が
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
自
主
防
災
組
織
で
あ

る
町
内
会
に
防
災
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
し
て
は
。

【
答
】
効
果
的
な
活
動
の

た
め
に
は
専
門
的
な
知
識

や
技
術
を
持
っ
た
方
を
増

や
す
必
要
が
あ
り
検
討
し

た
い
。

【
問
】
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
防
災
士
の
資
格
取
得
を

推
進
し
て
は
。

【
答
】
防
災
士
の
資
格
を

有
す
る
方
が
増
え
て
い
く

こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
、

町
内
会
や
自
主
防
災
組
織

を
対
象
と
し
た
全
市
的
な

市
民
防
災
研
修
会
を
毎
年

開
催
し
て
い
く
中
で
、
防

災
意
識
向
上
と
、
各
地
域

に
お
け
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
を
担
う
防
災
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
育
成
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

【
問
】
地
域
の
防
災
力
向
上

に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
自
主
防
災
組
織
の

機
能
性
を
高
め
、
災
害
時

に
地
域
・
近
隣
の
共
助
機

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え

地
域
防
災
力
向
上
へ
！

９月定例会　一般質問

山腰　恵一 議員

中筬　博之 議員

景
観
に
配
慮
し
た
サ
イ
ン
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介
護
度
２
ま
で
の
高
齢
者

で
買
い
物
で
き
な
い
人
、

で
き
る
け
ど
し
て
い
な
い

人
の
う
ち
、
89
・
４
％
の

人
が
家
族
、
親
族
、
残
り

の
10
・
６
％
は
近
所
・
知

人
の
協
力
や
、
ヘ
ル
パ
ー

等
の
利
用
、
移
動
販
売
等

の
利
用
に
よ
り
対
応
し
て

い
る
。

【
問
】
現
状
と
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

【
答
】
公
共
交
通
の
実
現

を
め
ざ
し
、
バ
ス
の
運
行

を
行
っ
て
お
り
、
買
い
物

に
出
か
け
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
買
い
物

が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
支
援

員
の
派
遣
、
介
護
保
険
に

よ
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
な
ど
、
利
便

性
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

所
得
割
に
つ
い
て

【
問
】
公
共
事
業
に
よ
る
土

地
等
の
譲
渡
所
得
は
租
税

特
別
措
置
法
の
特
別
控
除

の
適
用
を
受
け
れ
る
か
。

【
答
】
特
別
控
除
後
の
所

得
に
よ
り
算
定
し
て
い
る
。

資
産
割
に
つ
い
て

【
問
】
他
の
市
町
村
に
固
定

資
産
を
所
有
し
て
い
る
場

合
に
は
資
産
割
は
算
定
さ

れ
る
て
い
る
の
か
。

【
答
】
市
外
に
固
定
資
産

を
所
有
し
て
い
る
場
合
は

算
定
対
象
と
し
て
い
な
い
。

【
問
】
共
有
で
固
定
資
産
を

所
有
し
て
い
る
場
合
に
は

持
ち
分
按
分
を
し
て
算
定

さ
れ
る
の
か
、
持
ち
分
の

把
握
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か
。

【
答
】
持
ち
分
按
分
を
し

て
算
定
し
て
い
る
。
持
ち

分
の
把
握
は
登
記
上
の
持

ち
分
で
確
認
し
て
い
る
。

【
問
】
高
山
市
は
、
所
得
割
、

資
産
割
、
均
等
割
、
平
等

割
の
四
方
式
で
あ
る
、
今

全
国
的
に
資
産
割
を
廃
止

し
て
、
三
方
式
に
見
直
し

て
い
く
市
町
村
が
多
く
な

り
つ
つ
あ
る
が
、
高
山
市

も
三
方
式
に
見
直
す
考
え

は
あ
る
か
。

【
答
】
合
併
時
、
全
市
町

村
が
四
方
式
で
あ
り
、
現

段
階
で
は
現
行
の
方
式
を

維
持
し
て
い
き
た
い
。

買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い

て【
問
】
高
山
市
で
は
、
買
い

物
弱
者
に
つ
い
て
調
査
を

さ
れ
て
い
る
か
。
そ
の
結

果
と
内
容
は
。

【
答
】
第
五
期
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
要

佐竹　稔 議員

国
民
健
康
保
険
料
の

賦
課
見
直
し
に
つ
い
て

助
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
耐
震
診
断
の
補
助

対
象
と
な
る
が
、
耐
震
補

強
は
、
要
件
を
満
た
さ
な

い
も
の
は
対
象
外
。
し
か

し
、
地
域
の
安
心
・
安
全

を
守
る
観
点
か
ら
町
内
公

民
館
の
防
災
対
策
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
、
今
後
、

関
係
部
署
と
協
議
し
、
対

応
を
検
討
す
る
。

備
蓄
品
に
つ
い
て

【
問
】
指
定
避
難
所
に
は
備

蓄
品
は
あ
る
の
か
。

【
答
】
高
山
地
域
は
38
ヶ

所
の
内
９
ヶ
所
、
支
所
地

域
は
48
ヶ
所
の
内
14
ヶ
所

に
あ
り
、
全
て
の
指
定
避

難
所
に
配
備
す
る
事
は
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
指
定
避
難
所
で
は
最

低
限
、
発
電
機
・
投
光
器
・

水
が
必
要
で
は
。

【
答
】
指
定
避
難
所
を
開

設
の
際
に
高
山
地
区
で
は
、

ビ
ッ
グ
ア
リ
ー
ナ
よ
り
、

支
所
地
域
で
は
支
所
等
か

ら
運
搬
す
る
体
制
だ
が
、

こ
れ
ら
の
備
蓄
品
配
備
に

つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

【
問
】
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
て
訓
練
で
変

わ
っ
た
所
は
。

【
答
】
実
際
に
災
害
が
起

き
た
場
合
の
対
応
が
出
来

る
よ
う
に
、
災
害
対
策
本

部
を
市
役
所
特
別
会
議
室

に
設
置
、
東
山
中
学
校
で

の
高
山
会
場
で
は
、
中
学

生
４
０
１
人
が
参
加
。

【
問
】
会
場
周
辺
町
内
の
訓

練
で
そ
の
他
の
町
内
訓
練

周
知
は
。

【
答
】
高
山
地
域
は
小
学

校
区
・
支
所
は
町
内
会
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施

し
て
い
る
。
今
後
は
、
毎

年
一
回
程
度
は
市
内
全

域
・
市
民
全
体
で
実
施
を

検
討
す
る
。

【
問
】
災
害
本
部
に
消
防
団

長
・
支
団
長
の
参
画
は
。

【
答
】
今
後
の
訓
練
で
は
、

消
防
団
へ
の
伝
達
も
訓
練

の
中
に
取
り
入
れ
、
消
防

本
部
や
現
地
災
害
本
部
等

へ
入
っ
て
頂
く
。
支
所
訓

練
で
は
、
参
画
し
て
い
る
。

避
難
所
に
つ
い
て

【
問
】
一
時
避
難
所
・
指
定

避
難
所
の
数
と
表
示
は
。

【
答
】
一
時
避
難
所
２
１

２
施
設
・
指
定
避
難
所
86

施
設
で
全
戸
配
布
し
て
あ

る
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記

載
、
建
物
に
は
表
示
が
少

な
く
、
全
指
定
避
難
所
に

表
示
設
置
を
考
え
る
。

【
問
】
町
内
公
民
館
へ
の
耐

震
診
断
・
耐
震
補
強
の
補

防
災
に
つ
い
て

９月定例会　一般質問

渡辺　甚一 議員

防災訓練高山地区会場

上宝町の無人市場
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小
水
力
発
電
所
の
可
能
性

に
つ
い
て

【
問
】
荘
川
町
中
央
用
水
小

水
力
発
電
の
可
能
性
は
。

【
答
】
県
内
33
ヶ
所
の
候

補
地
の
中
か
ら
先
般
有
力

用
水
と
し
て
五
ヶ
所
の
内

の
ひ
と
つ
に
選
定
さ
れ
た
。

【
問
】
工
事
の
見
通
し
は
。

【
答
】
本
年
度
は
概
略
設

計
、
25
年
度
基
本
設
計
、

26
年
度
実
施
設
計
、
27
年

度
工
事
着
手
と
思
わ
れ
る
。

【
問
】
水
利
権
の
問
題
は
。

【
答
】
発
電
施
設
は
用
水

路
の
最

終
地
点

に
設
置

す
る
の

で
問
題

は
な
い
。

高
山
市
の
道
の
駅
８
ヶ
所

の
経
営
状
態
に
つ
い
て

荘
川
町
に

　
　

小
水
力
発
電
所

　
　
　
　

ほ
ぼ
確
定
!!

【
問
】
経
営
の
実
態
に
つ
い

て
把
握
し
て
い
る
か
。

【
答
】
21
年
度
と
比
較
す

る
と
、
利
用
者
が
平
均

８
・
８
％
の
減
少
。
売
上

額
４
・
０
％
の
減
少
と
な

っ
て
お
り
苦
し
い
駅
も
あ

る
。

【
問
】
指
定
管
理
料
の
算
定

基
準
と
現
状
は
。

【
答
】
管
理
料
は
過
去
３

年
間
の
売
上
収
入
額
を
基

準
に
算
定
し
て
い
る
。
災

害
等
不
測
の
事
態
に
よ
り

収
益
に
大
き
な
変
動
が
あ

る
場
合
協
議
す
る
こ
と
に

な
る
。

【
問
】
今
後
の
方
向
は
。

【
答
】
各
駅
が
消
費
者
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
魅
力
あ

る
駅
と
な
る
よ
う
必
要
な

指
導
、
協
力
を
行
う
。

ペ
ッ
ト
（
犬
、
猫
）
等
の

飼
育
に
つ
い
て

奥
飛
騨
温
泉
郷
簡
易
水
道

建
設
工
事

※
（
工
事
内
容　

平
成

23
〜
24
年
度
に
ま
た

が
る
簡
易
水
道
工
事

で
総
額
約
４
億
円
）

【
問
】
平
成
23
年
度
浄
水
場

の
下
部
工
事
に
お
い
て
、

補
強
鉄
筋
１
５
２
本
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
発
覚

し
た
経
緯
に
つ
い
て
。

【
答
】
前
年
度
工
事
に
お

い
て
補
強
鉄
筋
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
が
今
年
度
８

月
見
つ
か
っ
た
の
で
、
今

年
度
工
事
を
止
め
て
い
る
。

【
問
】
工
事
監
督
は
、
市
が

行
っ
て
い
る
が
、
何
故
指

摘
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
監
督
基
準
に
基
づ

い
て
監
督
業
務
を
行
っ
て

い
る
。
請
負
業
者
か
ら
不

明
な
事
項
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
な
か
っ
た
の
が
主
な

原
因
で
あ
る
。

【
問
】
完
成
検
査
も
市
が

行
っ
て
い
る
が
、
適
切
な

検
査
で
あ
っ
た
の
か
。

【
答
】
高
山
市
検
査
要
領

に
基
づ
い
て
無
作
為
抽
出

で
検
査
を
行
っ
た
。
検
査

は
適
正
で
あ
る
。

防
災
ラ
ジ
オ
普
及

【
問
】
市
内
の
普
及
率
は
。

【
答
】
今
年
８
月
現
在
で

加
入
契
約
で
は
14
％
。
４
，

５
５
３
台
。

【
問
】
地
域
で
加
入
率
荘

川
地
域
64
％
、
高
山
地
域

10
％
な
ど
違
い
が
あ
る
が
。

【
答
】
地
域
で
の
防
災
意

識
の
差
に
起
因
し
て
い
る

と
考
え
る
。
ま
た　

町
内

に
よ
っ
て
は
全
戸
配
布
し

て
町
内
会
費
の
中
で
ま
と

め
て
支
払
う
町
内
も
あ
る
。

【
問
】
無
償
貸
与
は
介
護
認

定
者
を
有
す
る
家
庭
に
し

て
い
る
が
、「
災
害
弱
者
」

へ
無
償
貸
与
の
考
え
は
。

【
答
】
要
援
護
者
台
帳
の

整
備
に
伴
い
貸
与
を
検
討

す
る
。

【
問
】
平
成
25
年
３
月
に
１

０
０
円
の
助
成
金
が
終
了

す
る
が
、
４
月
以
降
の
助

成
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
答
】
助
成
期
間
の
延
長

を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
毎
月
３
０
０
円
の

リ
ー
ス
契
約
の
他
に
現
金

購
入
も
あ
る
。
ラ
ジ
オ
本

体
価
格
は
幾
ら
か
。

【
答
】
本
体
の
仕
入
れ
価

格
は
８
０
０
０
〜
９
０
０

０
円
と
聞
い
て
い
る
。

【
問
】
今
後
の
普
及
へ
の
施

策
に
つ
い
て
は
。

【
答
】
町
内
会
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
通
じ
て
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
重
点
的
に
Ｐ
Ｒ

と
周
知
を
行
う
こ
と
で
普

及
率
を
高
め
て
い
き
た
い
。

村瀬　祐治 議員

防
災
ラ
ジ
オ
の
全
戸
配

布
は
？

【
問
】
高
山
市
の
犬
猫
の
飼

育
状
況
は
。

【
答
】
犬
は
23
年
度
末
現

在
５
３
７
７
頭
で
あ
る
が

猫
は
登
録
の
義
務
が
な
い

こ
と
か
ら
把
握
で
き
な
い
。

【
問
】
捨
て
ら
れ
た
り
飼
育

で
き
な
く
な
っ
た
犬
猫
の

殺
処
分
の
実
態
は
。

【
答
】
犬
は
６
頭
で
あ
る

が
猫
に
つ
い
て
は
市
町
村

ご
と
の
デ
ー
タ
は
公
表
さ

れ
て
い
な
い
（
飛
騨
全
体

で
は
猫
76
頭
が
殺
処
分
）。

【
問
】
動
物
愛
護
の
啓
発
を

ど
の
様
に
し
て
い
る
か
。

【
答
】
狂
犬
病
予
防
注
射

の
際
パ
ン
フ
を
配
布
し
た

り
、
ラ
ジ
オ
や
広
報
等
で

愛
護
と
マ
ナ
ー
の
啓
発
に

努
め
て
い
る
。

飛
騨
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

振
興
に
つ
い
て

【
問
】
長
崎
全
共
の
肉
牛
の

部
で
最
終
選
考
に
入
ら
な

か
っ
た
牛
の
評
価
は
。

【
答
】
代
表
牛
に
入
ら
な

か
っ
た
牛
は
15
戸
、
81
頭

が
い
る
。
11
月
29
日
に
は
、

こ
の
牛
を
集
め
た
枝
肉
の

共
進
会
を
開
催
す
る
。

９月定例会　一般質問

松葉　晴彦 議員
荘川町にある「そばの里」
の五連水車
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の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い

の
か
。

【
答
】
こ
れ
か
ら
の
管
理

職
に
は
一
定
の
英
語
の
レ

ベ
ル
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
変
更
す
る
つ

も
り
は
な
い
。

【
問
】
幹
部
会
議
を
英
語
で

行
う
目
標
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
幹
部
会
議
を
英
語

で
行
う
目
的
と
対
応
は
。

【
答
】
管
理
職
が
率
先
し

て
英
語
力
の
向
上
に
向
け

取
り
組
む
こ
と
が
職
員
全

体
の
英
語
力
の
底
上
げ
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
、
日
常
会
話
程
度

の
英
語
を
取
り
入
れ
な
が

ら
会
議
を
行
う
こ
と
を
考

え
た
い
。
そ
の
中
で
会
議

を
英
語
で
行
う
こ
と
を
目

標
と
し
な
が
ら
、
英
語
力

の
向
上
に
努
め
、
ゆ
く
ゆ

く
は
幹
部
会
議
を
英
語
で

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

副
市
長
一
人
体
制
に
つ
い

て【
問
】
市
長
公
約
に
よ
っ
て

副
市
長
が
一
人
体
制
と
な

っ
た
こ
と
に
対
す
る
評
価

は
。

【
答
】
合
併
後
の
市
の
形

が
見
え
て
き
た
こ
と
や
、

人
口
規
模
か
ら
も
副
市
長

の
一
人
制
は
妥
当
だ
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
一
人

制
に
よ
っ
て
意
思
決
定
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
お
り
、

効
果
は
高
い
も
の
が
あ
る
。

政
策
検
討
市
民
委
員
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

【
問
】
政
策
検
討
市
民
委
員

会
か
ら
、
十
五
項
目
の
提

言
・
要
望
が
提
出
さ
れ
た
。

政
策
検
討
市
民
委
員
会
の

活
動
に
対
す
る
評
価
は
。

【
答
】
試
行
錯
誤
の
ス
タ

ー
ト
で
、
委
員
の
皆
様
に

は
委
員
会
の
運
営
か
ら
と

り
ま
と
め
ま
で
大
変
な
ご

苦
労
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

高
山
市
を
良
く
し
た
い
と

い
う
熱
意
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
。
委

員
会
の
活
動
は
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し

て
評
価
で
き
る
。

【
問
】
政
策
検
討
市
民
委
員

会
か
ら
の
提
言
・
要
望
を

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
の

か
。

【
答
】
今
回
提
出
さ
れ
た

提
案
・
提
言
は
貴
重
で
あ

り
、
最
適
と
考
え
ら
れ
る

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

職
員
の
英
語
力
の
向
上
に

つ
い
て

【
問
】
市
民
と
市
長
の
対
話

集
会
に
お
い
て
管
理
職
試

験
に
英
語
を
必
要
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
話
題
と
な

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で

副
市
長
一
人
体
制
の
評

価
は

る
国
際
結
婚
で
中
年
の
独

身
男
性
を
狙
っ
た
悪
質
な

結
婚
詐
欺
が
東
北
地
方
を

中
心
に
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。
市
内
に
お
い
て
も

類
似
事
案
の
被
害
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

そ
の
対
応
を
ど
う
図
る
か
。

【
答
】
子
育
て
支
援
課
家

庭
児
童
相
談
グ
ル
ー
プ
で

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
配

置
し
て
離
婚
問
題
、
家
庭

内
の
諸
問
題
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
国
際
結
婚
世
帯
の

相
談
も
あ
る
が
結
婚
詐
欺

や
偽
装
結
婚
ま
が
い
な
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
様
な
相
談

が
あ
れ
ば
、
法
律
相
談
や

専
門
機
関
を
紹
介
し
対
応

を
図
り
た
い
。
今
後
の
状

況
を
注
視
し
対
応
を
考
え

た
い
。

晩
婚
化
に
伴
う
背
景
を
ど

う
認
識
し
、
問
題
解
決
に
向

け
対
応
す
る
考
え
は
あ
る
か

【
問
】
晩
婚
化
や
未
婚
率
の

上
昇
は
、
景
気
低
迷
、
男

性
の
草
食
化
、
性
的
無
関

心
度
の
増
加
、
非
正
規
雇

用
の
拡
大
な
ど
様
々
な
要

因
が
あ
る
が
、
市
内
の
年

齢
別
婚
姻
率
は
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
か
。

【
答
】
婚
姻
率
の
デ
ー
タ

は
厚
労
省
が
作
成
し
て
い

る
が
、
年
齢
別
婚
姻
率
は

高
山
市
と
し
て
把
握
し
て

い
な
い
。

【
問
】
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に

伴
い
、
世
界
中
で
国
際
結

婚
が
増
加
し
て
い
る
。
高

山
市
で
国
際
結
婚
の
世
帯

数
及
び
婚
姻
率
は
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

【
答
】
９
月
１
日
現
在
、

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
外

国
人
は
５
８
５
名
。
平
成

23
年
度
中
の
国
際
結
婚
の

婚
姻
数
は
27
件
で
国
際
結

婚
の
世
帯
数
及
び
婚
姻
率

は
把
握
で
き
な
い
。

【
問
】
国
際
結
婚
世
帯
の
離

婚
率
は
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
国
際
結
婚
の
世
帯

数
が
正
確
に
把
握
で
き
な

い
た
め
、
離
婚
率
も
把
握

で
き
な
い
。
昨
年
度
中
の

国
際
離
婚
の
件
数
は
10
件

で
あ
っ
た
。

【
問
】
嫁
不
足
が
深
刻
化
す

る
中
、
結
婚
仲
介
業
者
が

介
在
し
た
お
見
合
い
に
よ

未
婚
・
晩
婚
・
離
婚
問

題
の
実
態
は

９月定例会　一般質問

岩垣　和彦 議員

小井戸　真人 議員

年齢別婚姻率の比較（男性）
※厚生労働省の人口動態調査より
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年齢別婚姻率の比較（女性）
※厚生労働省の人口動態調査より
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委員会報告

総務企画
委員会

重点調査項目

●協働のまちづくりを目指して
行政視察 １. 仙台市鉤

かぎとり

取ニュータウン町内会
　　　　 ２. 上越市地域自治区

鉤
取
町
内
会
自
主
防
災
組

織
町
内
人
口
１
３
２
世

帯
、
４
１
５
人
、
面
積
４
・

５
ha
の
住
宅
市
街
地
で
あ

る
。
２
０
０
４
年
４
月
に

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
、
平
成
17
年
９
月
第
一

回
全
国
防
災
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
発
表

で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

し
た
。「
自
分
達
の
ま
ち

は
自
分
達
で
守
る
」
の
精

神
が
市
民
に
浸
透
し
て
お

り
、
統
制
の
と
れ
た
自
主

防
災
組
織
で
あ
る
。

○
東
日
本
大
震
災
時
の
活

動大
震
災
の
折
に
は
災
害

時
家
族
全
員
が
無
事
の
場

合
は
玄
関
先
に
「
黄
色
い

旗
」
を
出
す
と
の
取
り
決

め
が
あ
り
（
２
０
０
６
年

よ
り
）、
そ
の
こ
と
が
今

回
の
震
災
に
威
力
を
発
揮

し
て
、
30
分
程
度
で
町
内

の
全
世
帯
の
安
否
確
認
が

で
き
た
。

被
災
30
分
後
に
は
、
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
安
否
確
認
後
直
ち

に
避
難
者
（
83
名
）
の
受

け
入
れ
を
公
民
館
で
行
っ

た
。午

後
６
時
に
自
家
発
電

機
運
転
を
開
始
し
、
テ
レ

ビ
で
情
報
収
集
を
行
う
。

ス
ト
ー
ブ
、
水
、
食
糧
、

台
所
用
品
、
座
布
団
、
毛

布
、
車
椅
子
、
担
架
、
懐

中
電
灯
、
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
公
民
館
に
備
え
て
あ

る
も
の
で
避
難
者
の
対
応

を
し
、
家
庭
に
電
気
が
通

電
さ
れ
た
13
日
午
後
避
難

者
を
自
宅
待
機
に
切
り
替

え
た
。
日
頃
の
防
災
意
識

と
訓
練
の
効
果
が
発
揮
さ

れ
、
迅
速
な
対
応
が
行
わ

れ
た
。

○
組
織
の
活
動
内
容

①
防
災
倉
庫
の
設
置
、
②

災
害
弱
者
住
居
マ
ッ
プ
の

作
成
、
③
地
域
で
の
交
流

会
の
実
施
、
④
「
出
さ
な

い
く
ん
」
シ
ン
ボ
ル
づ
く

り
、⑤
町
内
会
だ
よ
り「
ひ

ま
わ
り
」
の
発
行
、
⑥
訓

練
及
び
研
修
会
、
講
習
会

の
開
催
、
⑦
若
者
、
特
に

中
学
生
に
参
加
を
呼
び
か

け
る
な
ど
町
内
会
長
を
中

心
に
住
民
一
丸
と
な
っ
て

防
災
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。

上
越
市
の
自
治
区
制
度

平
成
17
年
１
月
近
隣
に

13
町
村
と
合
併
し
同
時
に

町内会の備蓄倉庫

旧
町
村
を
合
併
特
例
制
度

で
13
の
自
治
区
と
し
た
。

そ
の
４
年
後
の
平
成
21
年

10
月
に
旧
上
越
市
も
15
の

自
治
区
と
し
合
計
28
の
自

治
区
と
な
っ
て
住
民
自
治

の
充
実
と
自
主
自
立
の
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

各
自
治
区
に
は
「
地
域

協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、

区
域
内
の
事
務
を
行
う

「
事
務
所
」
を
置
く
と
い

う
自
治
法
に
基
づ
く
制
度

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
協
議
会
は
市
長
の

付
属
機
関
と
し
、
諮
問
に

こ
た
え
る
と
共
に
地
域
の

意
見
を
市
長
に
届
け
る
こ

と
や
自
主
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。

協
議
会
の
委
員
定
数
は

28
自
治
区
で
４
１
６
名
で

あ
る
。

今定例会では総務企画委員会に条例案件４件が付託にな
りました。内容は次のとおりです。
議第５９号　高山市防災会議条例及び高山市災害対策本部
条例の一部を改正する条例については、法の改正等に伴い
改正するもので、防災会議の委員のメンバー２５名以内の
中に、自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者の
うちから市長が委嘱することとなります。
議第６３号　高山市地区公民館及び集会施設の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例については、不要と
なった丹生川町の日面集会所を廃止するものです。
議第６５号　高山市火災予防条例の一部を改正する条例に
ついては、省令の改正に伴い改正するもので、急速充電設
備が火災予防条例の適用となりました。
議第７５号　高山市特別職職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例については、職員における３件の不祥事の
責任を取って市長の給料を１０％、３ヶ月間減額するもの
です。
総務企画委員会ではそれぞれ慎重に審査し決定いたしまし
た。

総務企画委員会の議案審査報告
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委員会報告

福祉保健
委員会

地域医療について（在宅介護・訪問医療）
要介護１～５認定者は、約３，５００人　施設入所の
場合、施設床は、約１，０００床。すべての要介護認定
者が施設に入所できず、自宅で生活しながら、各種
の介護サービスを受けることとなります。これから
は訪問介護の重要性は高まります。
また、外来通院が困難
な場合などに、ご自宅に
定期的に訪問し診察を
行う訪問医療も重要に
なり、医師不足など委員
会としてこれから調査
研究をして、自宅におい
て安心して介護・医療が
受けられる環境づくり
を進めていきます。

重点調査項目

①障がい者の就労及び生活支援について
②地域医療について
③子育て支援、子育て環境について

子育て支援・子育て環境について
核家族化や地域のつながりの希薄化などに
より、家族や地域の中で子育ての知恵や経験
を共有することがむずかしく、子育てに周囲
の手助けを求めにくくなっている状況があ
り、家庭の中で子どもを育て、不安や悩みを
相談することができずに、一人で抱え込むこ
とのないよう、親の就労の有無に関わらず、
すべての子育て家庭を支える取り組みが必要
となっています。

国においては、地域における子育て支援の
充実を図る施策として、これまで、保育所等
において育児不安について専門的な相談がで
きる地域子育て支援センター事業や子育て
親子が気軽に集い、交流ができるつどいの広
場事業により、子育て支援の拠点づくりが推
進されており、　これらの事業とともに児童
館の活用も図り、新たに地域子育て支援拠点
事業（ひろば型、センター型、児童館型）と
して再編し、子育て家庭が歩いていける身
近な場所に親子で集まって相談や交流がで
きるよう、すべての中学校区での設置（全国
１０，０００か所）を目指して拡充を図っておら
れます。

高山市においては、家庭児童相談室を設置
し、つどいの広場・子育て支援センター・子
ども相談センターなどと連携して対応してお
ります。（平成２３年度相談件数　３１５件）
委員会としては、高山市の子育て家庭を支
援する取り組みについて調査研究をしていま
す。

障がい者職親委託について
障がい者の自立更生を図るために、障がい者を
職親（事業経営者）に預け生活指導及び技能習得
などを行うことにより、雇用の促進と職域を拡大し
て、福祉の向上を図る目的で、平成２３年度の委託
料３４４万円で、２２業者６３名が就労している。年々
委託業者の減少に伴い雇用も減少している。
課題として
①就労による相談体制の充実
②サポート体制の拡充
③障がい者が就労できる職域の拡大
など　委員会で調査研究をしています。

子どもの権利を守る取り組みについて
子どもを取り巻く環境は、少子化や核家族化、共
働き家庭の増加など大きく変化しており、子どもの
人権が尊重され、安全で安心して育つことができる
環境づくりに取り組み、子どもが個性を活かし、心
豊かに育ち、社会全体で守り育て支援される。
委員会として、子どもの権利を守る取り組みにつ
いて先進地を視察するなど調査研究を進めます。

国
が
す
す
め
る
地
域
子
育
て
拠
点

事
業
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中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

―

高
知
県
高
知
市―

今
、
中
心
市
街
地
に
求
め
ら
れ
る
要
素
は
、
休
め
る
場

所
・
快
適
な
ト
イ
レ
・
飲
食
機
能
の
３
点
と
言
わ
れ
る
。

「
ひ
ろ
め
市
場
」
は
、
市
中
心
部
の
遊
休
地
を
地
元
企
業

が
率
先
し
て
整
備
し
、
屋
台
村
の
よ
う
な
空
間
演
出
で
に

ぎ
わ
い
創
出
に
成
功
。
身
の
丈
に
合
っ
た
開
発
で
事
業
採

算
性
を
重
視
し
、
小
規
模
店
舗
の
集
合
と
い
う
初
期
投
資

リ
ス
ク
の
低
い
出
店
環
境
で
、
若
者
な
ど
新
し
い
経
営
者

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
環
境
を
作

っ
た
。
地
元
密
着
の
活
動
を
展
開
す

る
中
で
年
間
２
０
０
万
人
以
上
の
集

客
が
あ
り
、
約
３
０
０
人
の
雇
用
の

場
所
と
な
っ
て
い
る
。
近
接
の
商
店

街
や
飲
食
店
に
も
良
い
波
及
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

委員会報告

文教経済
委員会

観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

―

愛
媛
県
松
山
市―

松
山
市
は
小
説
「
坂
の
上
の
雲
」
の
舞
台
で
あ
り
、
そ

れ
を
軸
と
し
た
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

「
坂
の
上
の
雲
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
中
心
に

ゆ
か
り
の
地
域
資
源
を
ゾ
ー
ン
化
し
、
観
光
の
回
遊
性
を

高
め
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
に
よ
る
全

国
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
調
査
（
※
下
記
参
照
）
の

結
果
を
も
と
に
独
自
の
調
査
も
進
め
、
結
果
を
素
直
に
受

け
止
め
て
改
善
の
戦
略
を
着
実
に
手
掛
け
て
い
る
。
特
に

松
山
市
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
「
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」
を

活
用
し
、
事
業
予
算

１
１
０
０
万
円
で
広

告
費
用
に
換
算
す
る

と
約
４
億
円
に
も
匹

敵
す
る
メ
デ
ィ
ア
枠

を
確
保
し
て
い
る
。

ま
ち
な
み
保
存
に
つ
い
て　

―

愛
媛
県
内
子
町―

内
子
町
は
、
中
世
に
は
ぜ
の
実
か
ら
と
る
も
く
ろ
う

生
産
の
中
心
地
と
し
て
開
け
た
ま
ち
で
、
そ
の
古
い
ま

ち
な
み
が
内
子
町
八
日
市
護
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
と
な
っ
て
い
る
。
建
造
物
の
改
修
工
事
に
は
町
が
８

割
助
成
を
し
て
景
観
保
全
に
努
め
て
お
り
、
所
有
権
を
手

放
す
ケ
ー
ス
な
ど
に
は
、
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
が
建
た
な
い

よ
う
極
力
町
も
介
在
す
る
。
全

国
で
も
数
少
な
い
地
方
の
演
劇

場
「
内
子
座
」
は
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
芝
居
や
集
会
に
利
用

さ
れ
黒
字
経
営
。
観
光
消
費
額

１
０
０
０
円
の
客
１
０
０
万
人

よ
り
１
０
０
０
０
円
の
客
10
万

人
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、

資
源
の
劣
化
リ
ス
ク
を
回
避
し

よ
う
と
い
う
方
向
性
を
持
つ
。

地
産
地
消
に
つ
い
て　

―

愛
媛
県
内
子
町―

「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
」

は
、農
産
物
直
売
の
ほ
か
レ
ス
ト
ラ
ン
・

パ
ン
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
工
房
な
ど
加
工
・

販
売
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
内
外
か

ら
74
万
人
を
超
え
る
利
用
者
が
あ
る
。

株
主
６
７
７
人
、
資
本
金
７
０
０
０
万

円
の
第
３
セ
ク
タ
ー
。
平
成
22
年
度

の
販
売
総
額
は
約
４
億
２
５
０
０
万
円

で
、
出
荷
者
が
経
営
に
関
心
を
持
ち
経
営
を
支
え
る
体
制

づ
く
り
が
興
味
深
い
。
売
り
場
の
整
理
や
接
客
な
ど
運
営

は
出
荷
者
が
中
心
で
、
品
質
監
査
委
員
を
選
出
し
て
厳
し

い
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
Ｉ
Ｔ
利
用
が
進
ん
で
お
り
、
高
齢

者
で
あ
っ
て
も
出
荷
者
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
入
力
を

軽
々
と
行
っ
て
、
売
上
や
残
品
確
認
・
追
加
出
荷
の
判
断

な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。
農
産
物
直
売
所
に
は
、
朝
の
品

ぞ
ろ
え
は
豊
富
だ
が
後
に
は
品
薄
に
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
っ
て
補
充
が
し
っ
か
り

行
わ
れ
、
顧
客
に
と
っ
て
も
大
変
魅
力
的
。

行政視察報告

「地域ブランド調査」は、１０４７の地域
（１０００市町村、および４７都道府県）を調
査対象とし、全国３万人が各地域のブラン
ド力を徹底評価する日本最大規模の消費者
調査で、㈱ブランド総合研究所が行ってい
ます。

地域ブランド調査

①観光戦略ビジョンについて
②まちなみ保存について
③地産地消について
④中心市街地のにぎわい創出について

※高山市は全国でも有数の観光都市だと思っている我々市民と行政。再認
識が必要な時期であると考えるべきデータです。

自治体名 魅力度
（前年）

認知度
（前年）

情報接触度
（前年）

観光意欲度
（前年）

居住意欲度
（前年）

産品購入意欲度
（前年）

松山市 94位（ 98） 79位（ 75）156位（129） 94位（ 89） 71位（ 87）142位（154）
内子町 512位（588）841位（813）856位（747）662位（649）583位（643）550位（414）
高知市 85位（104） 80位（100） 95位（ 76） 67位（ 64） 90位（127） 83位（ 84）
高山市 66位（ 36）183位（123）169位（ 93） 87位（ 46）121位（107） 62位（ 72）
飛騨市 53位（ 31）184位（153）182位（103） 41位（ 24）169位（131） 59位（ 58）
下呂市 97位（100）205位（196）197位（189） 81位（ 91）270位（221）336位（266）

上記の項目について現地調査するため、７月２３日～２５日の３日間、愛媛県松山市・愛媛県内子町・
高知県高知市を訪れました。

「地域ブランド調査 2011」調査の一部 ㈱ブランド総合研究所

内子フレッシュパークからり
にぎわい絶えない「平成浪
漫商店街ひろめ市場」

女性客誘致のためのフリー
ペーパー

歌
舞
伎
小
屋
「
内
子
座
」

（
大
正
５
年
建
築
）
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あ
る
か
ら
ペ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
の
ご
意

見
が
出
さ
れ
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の

ペ
レ
ッ
ト
・
薪
の
利
用
促

進
に
つ
い
て
、
高
山
市
で

発
生
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
の
ほ
と
ん
ど
が
製

紙
原
料
や
堆
肥
な
ど
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
林
地
残
材
（
間
伐

材
）
に
つ
い
て
は
未
利
用

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
燃
料

と
し
た
「
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
」
の
導
入
の
可
能

性
を
検
討
し
、
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
の
利
用
率
向
上
、

林
業
で
の
雇
用
創
出
と

森
林
保
全
を
図
る
と
と
も

に
、
森
林
の
多
い
市
域
で

委員会報告

基盤整備
委員会

重点調査項目

①自然資源を活用した新エネルギーの導入に
ついて

②耐用年数が過ぎた公共物（道路・水路・橋梁・水
道など）の効果的な運用について

奥
飛
騨
源
泉
所
有
者

組
合
と
中
尾
温
泉
に
お
い

て
、
焼
岳
に
お
け
る
地
熱

発
電
の
可
能
性
に
つ
い
て

意
見
交
換
会
を
実
施
。

昭
和
40
年
代
、
神
岡
鉱

山
の
調
査
で
２
〜
３
万
kw

の
発
電
能
力
が
あ
る
と
の

報
告
が
あ
る
。

中
尾
温
泉
組
合
は
８
本

の
源
泉
を
所
有
し
現
在
５

本
が
稼
働
中
で
、
固
定
買

取
制
度
を
活
用
し
て
温
泉

発
電
に
よ
る
売
電
が
で
き

れ
ば
源
泉
の
維
持
管
理
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
電
し
た
電
気
を
電
気

自
動
車
の
充
電
ス
タ
ン
ド

用
に
供
給
し
て
乗
鞍
岳
へ

の
マ
イ
カ
ー
乗
り
入
れ
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

新
た
に
温
泉
を
掘
っ
て

発
電
す
る
の
で
は
な
く
、

現
在
あ
る
温
泉
を
活
用
す

る
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
と
す

れ
ば
温
泉
に
は
支
障
を
き

た
さ
な
い
。

政
策
検
討
市
民
委
員
会

か
ら
の
提
言
も
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と

い
う
観
点
か
ら
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

高山市の掲げる環境政策「自然エネルギー利
用日本一」のため、今年度は新エネルギービジ
ョンの策定予定であり、エコ住宅の新築・リフ
ォーム、地域産材を利用した木造住宅建築、ペ
レットストーブの購入、太陽光発電に対する助
成制度のほか、小水力発電、公共施設のＬＥＤ
照明化、プラグインハイブリッドの公用車への
導入など、地球環境負荷の軽減のための施策を
展開している。
政策検討市民委員会からも提言がなされ、基
盤整備委員会としても重点調査項目に掲げ意見
交換会を行うなど、調査研究を進めているとこ
ろです。

高山市建設業連絡協議会との意見交換

自然エネルギーの活用・導入
【
地
熱
利
用
の
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
の
可
能
性
】

【
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
課
題
】

小
水
力
発
電
の
情
報

農
業
用
水
を
活
用
し
た

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は

岐
阜
県
が
導
入
の
検
討
を

進
め
て
お
り
、
荘
川
町
の

中
央
用
水
が
有
力
な
候
補

地
と
し
て
選
定
さ
れ
期
待

さ
れ
て
い
る
。

は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る

た
め
、
今
後
は
長
寿
命
化

や
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
に
立
ち
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
維
持
管

理
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。調

査
研
究
の
一
環
と
し

て
高
山
市
建
設
業
連
絡
協

議
会
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
会
を
行
い
専
門
的
な

立
場
か
ら
ご
意
見
を
伺
っ

た
。

道
路
・
水
路
・
橋
梁
・

水
道
な
ど
、
耐
用
年
数
が

過
ぎ
た
公
共
物
の
構
築
に

中尾温泉の源泉地

【
公
共
物
の
効
果
的
な
運
用
】
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最
近
で
は
、
内
容
に
つ

い
て
皆
さ
ま
か
ら
様
々
な

ご
意
見
や
お
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、

丁
寧
に
読
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

真
摯
に
受
け
止
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
次
号
で
は

そ
れ
ら
に
対
し
て
議
会
の

考
え
方
を
お
示
し
で
き
る

よ
う
誌
面
を
構
成
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
月
、
市
内
20
会
場
で

行
う
市
民
意
見
交
換
会
と

い
う
場
も
含
め
、
積
極
的

に
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
号
で
第
９
号
と
な
る

ぎ
か
い
だ
よ
り
。

い
い
こ
と
で
だ
け
で
は

な
く
、
隠
し
て
し
ま
い
た

い
よ
う
な
こ
と
も
す
べ
て

オ
ー
プ
ン
に
す
る
と
い
う

議
会
の
「
見
え
る
化
」
を

図
る
た
め
、
年
4
回
発
行

す
る
も
の
で
す
。

誌
面
の
都
合
上
す
べ
て

は
網
羅
で
き
ま
せ
ん
が
、

議
会
を
知
っ
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の

思
い
で
編
集
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
す
。

編
集
後
記

※日程は変更される場合があります。

高山市議会12月定例会日程

古紙パルプ配合率100％再生紙を使用
みやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

開会日 曜日 会議内容 場所

3 月 午前９時３０分 本会議 議場

4 火  議案精読日

5 水  議案精読日

6 木  議案精読日 午前１０時 質疑・一般質問通告締切

7 金  議案精読日

10 月 午前９時３０分 本会議 議場

11 火 午前９時３０分 本会議 議場

12 水
午前９時３０分 本会議 議場

本会議終了後 議会運営委員会 全員協議会室

13 木
午前９時３０分 総務企画委員会 全員協議会室

午後１時３０分 福祉保健委員会 全員協議会室

14 金
午前９時３０分 文教経済委員会 全員協議会室

午後１時３０分 基盤整備委員会 全員協議会室

17 月 午前９時３０分 予算特別委員会 全員協議会室

18 火 （予備日）

19 水 午前９時３０分 本会議 議場

＊今回の市民意見交換会のテーマは・・・
○各常任委員会の政策課題
•市民協働のまちづくりを目指して
•地域医療について
•観光政策の展開について
•自然資源を活用した新エネルギーの導入について

○地域の課題等

期　　日 開　催　地　区 場　　　　　所 時　　間

１１月５日 月 高根地区 高根公民館　４階ホール

全地区

午後７時～

１１月５日 月 上宝地区 上宝支所　大会議室
１１月６日 火 荘川地区 荘川支所　文化ホール
１１月６日 火 一之宮地区 一之宮支所　大会議室
１１月８日 木 朝日地区 燦燦朝日館　ふれあいホール
１１月８日 木 奥飛騨温泉郷地区 奥飛騨総合文化センター
１１月９日 金 清見地区 清見支所　大会議室
１１月９日 金 久々野地区 久々野公民館　１階会議室
１１月１２日 月 東地区 高山市図書館煥章館　生涯学習ホール
１１月１２日 月 丹生川地区 丹生川支所　集会室
１１月１３日 火 国府地区 国府支所　多目的室
１１月１３日 火 新宮地区 新宮小学校（公民館）　集会室
１１月１５日 木 南地区 南小学校　多目的室
１１月１５日 木 北地区 北小学校　第２屋内運動場
１１月１６日 金 山王地区 石浦うらら館
１１月１６日 金 江名子地区 江名子小学校　第２屋内運動場
１１月１９日 月 三枝地区 三枝小学校　多目的室
１１月１９日 月 大八・岩滝地区 東山中学校　第２屋内運動場
１１月２０日 火 花里地区 花里小学校　第２屋内運動場
１１月２０日 火 西地区 西小学校　マルティ

地域別市民意見交換会のご案内




